
コ
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
過
し
た
。

同
年
十
二
月
二
十
七
日
イ
タ
リ
ア
に
入
国
、
ゼ
ノ
ア
、
。ヒ
サ
を
経
て
同
月
三

十

一
日
ロ
ー
マ
着
。
同
地
で
正
木
直
彦
宛
て
に
書
い
た
手
紙
（
大
正
十
三
年
一

月
三
日
）
に
は
四
月
頃
ま
で
の
間
に
シ
シ
リ

ー
島
、
ギ
リ
シ
ャ

、

コ
ン
ス
タ
ン

チ
ノ

ー
プ
ル
、
ハ
ソ
ガ
リ

ー、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
チ
ェ
コ

、
ス
イ
ス
、
ス
ペ
イ

ソ
等
を
巡
歴
し
て
五
月
中
に

。ハ
リ
に
戻
り
春
の
サ
ロ
ン
を
見
物
し
て
イ
ギ
リ
ス

に
渡
る
予
定
と
記
さ
れ
て
い
る
。

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
三
巻
第
四
号
に
は
津
田
が
パ
リ
滞

在
中
に
執
箪
し
た
「
日
本
工
芸
協
会
に
望
む
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

翌
十
四
年
四
月
開
催
予
定
の
パ
リ
万
国
装
飾
美
術
工
芸
博
覧
会
へ
出
品
す
る
者

の
た
め
に
西
欧
の
芸
術
思
潮
を
紹
介
し
、
日
本
の
工
芸
美
術
の
あ
り
方
を
説

き
、
発
奮
を
促
す
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

大
正
十
―
―一
年
七
月
初
め
に
津
田
は
ロ
ン
ド
ン
ヘ
移
り
、
そ
こ
で
上
記
博
覧
会

嘱
託
の
通
知
を
受
け
た
。
そ
の
後
ス
ペ
イ
ン
を
旅
行
し
、
十
二
月
に

。ハ
リ
に
戻

っ
た
。
そ
こ
で
は
在
外
研
究
の
た
め
に
到
着
し
た
同
僚
の
田
辺
孝
次
と
会
い
、

一
緒
に
見
物
し
、
ま
た
、
デ
ル
ス
ニ
ス
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。

翌
十
四
年
三
月
八
日
、
津
田
の
留
守
宅
が
類
焼
を
蒙
り
、
工
場
の
み
難
を
逃

れ
た
。
ま
た
、
こ
の
月
、
津
田
の
滞
欧
期
限
も
満
期
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
彼

は
前
記
博
覧
会
用
務
の
た
め
。ハ
リ
に
留
ま
っ
た
。
同
年
四
月
二
日
の
正
木
直
彦

宛
津
田
書
簡
を
見
る
と
、
津
田
は
こ
の
博
覧
会
に
対
す
る
日
本
側
の
処
置
、
特

に
配
慮
を
欠
い
た
展
示
方
法
、
自
分
に
対
す
る
不
当
な
待
遇
に
憤
惑
を
抱
い
て

マ
ル
セ
ー
ユ

、
フ
レ
ー
ジ
ュ
ス
、
サ
ン

・
ラ
フ
ァ
エ
ル
、

ソ
ジ
ュ
、

過
ご

し、

十
二
月
初
旬
バ
リ
を
出
発
、
リ
ヨ
ン
に
二
、
三
日
滞
在
し
た
後
オ
ラ

ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン

、
タ
ラ
ス
コ
ン
、

ニ
ー
ム
、
ム
ー
ラ
ン
、
ア
ー
ル
、

ニ
ー
ス
を
巡
り
モ
ナ

い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
と
も
か
く
用
務
を
了
え
て
同
年
十
二
月
二
十
五
日
に

帰
国
し
、
復
職
し
た
。

日
仏
交
換
美
術
展
覧
会

大
正
十

一
年
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
日
仏
両
国
政
府
お
よ
び
民
間
篤
志

者
の
協
力
に
よ
る
日
仏
交
換
美
術
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
即
ち
、
バ
リ
で
は

サ
ロ
ソ
の
開
期
に
合
わ
せ
て
ジ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
ー
広
場
前
美
術
館
で
日
本
美
術
展

覧
会
（
四
月
二
十
日
＼
六
月
三
十
日
）
が
、
ま
た
、
東
京
で
は
農
商
務
省
商
品

陳
列
館
で
フ
ラ
ン
ス
現
代
美
術
展
覧
会
（
五
月
一
日

S
同
一
二
十
一
日
）
が
開
か

れ
た
の
で
あ
る
が
、
新
し
い
試
み
で
あ
っ
た
た
め
、
両
方
と
も
盛
況
を
示
し

た
。
こ
の
両
展
覧
会
に
つ
い
て
は
正
木
直
彦
、
黒
田
清
輝
、
久
米
桂
一
郎
、
和

田
英
作
、
北
浦
大
介
そ
の
他
本
校
職
員
た
ち
が
大
い
に
尽
力
し
た
の
で
、
そ
の

経
緯
を
記
す
。

H
日
本
美
術
展
覧
会

大
正
十
年
五
月
（
同
月
二
十
九
日
付
『
読
売
新
聞
』
に
よ
る
）
、
フ
ラ
ン
ス
政
府

よ
り
日
本
美
術
展
覧
会
開
催
の
申
し
込
み
を
受
け
た
日
本
政
府
は
、
文
部
、
外

務
両
省
管
轄
下
に
準
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
本
校
の
黒
田
清
輝
、
正
木
直

彦
、
久
米
桂
一
郎
ら
に
そ
の
任
務
を
依
頼
。
そ
こ
で
彼
ら
首
脳
部
は
現
代
作
家

の
日
本
画
、
西
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
品
と
古
美
術
品
を
出
品
す
る
こ
と
に
決

め
、
出
品
勧
誘
に
着
手
し
た
。
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
巻
第

五
号
を
見
る
と、

同
年
十
一
月
十
日
に
工
芸
美
術
会
（
本
校
内
）
は
上
野
精
養

軒
で
全
国
工
芸
家
大
懇
親
会
を
開
き
、
正
木
直
彦
と
久
米
桂
一
郎
の
臨
席
を
得

て
同
展
覧
会
に
積
極
的
に
協
力
す
る
方
針
を
決
め
た
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
出
品
勧
誘
が
着
々
と
す
す
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
結
果
、

⑨
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凝
ら
す
と
い
ふ
事
で
あ
る
営
地
在
留
の
日
本
甕
家
は
八
九
十
人
は
居
る
が

サ
ロ
ン
の
事

春
の
サ
ロ
ン
に
出
品
す
る
日
本
美
術
品
は
二
月
下
旬
に
滞
り
な
く
巴
里
に

着
い
た
、
目
下
グ
ラ
ン
バ
レ
ー
に
保
管
さ
れ
て
あ
る
、
在
佛
帝
國
大
使
館
は

其
一
部
を
開
放
し
て
展
覧
會
事
務
所
に
宛
て
久
米
桂
一
郎
氏
を
初
め
和
田
英

作
、
永
地
秀
太
、
堀
義
二
〔
大
正
二
年
本
校
彫
刻
科
卒
〕
、
そ
れ
に
エ
リ
七
ー

フ
君
が
加
つ
て
着
々
準
備
を
や
つ
て
居
る
、
豫
定
よ
り
作
品
が
多
い
為
め
サ

ロ
ソ
営
局
と
計
つ
て
陳
列
場
を
延
長
す
る
事
や
ら
日
本
美
術
部
に
は
特
に
請

願
巡
査
を
置
い
て
看
視
さ
せ
る
事
な
ど
が
決
っ
た
外
に
カ
タ
ロ
グ
の
製
造
、

ビ
ラ
の
意
匠
、
プ
ロ
バ
ガ
ン
ダ
の
方
法
等
が
あ
り
議
せ
ら
れ
る
事
が
多
い
、

ビ
ラ
は
近
藤
浩
-
路
[
明
治
四
十
三
年
本
校
西
洋
画
科
卒
〕
君
の
筆
に
な
る

「
能
面
」
を
採
用
す
る
ら
し
い
、
プ
ロ
バ
ガ
ン
ダ
と
し
て
は
先
づ
営
地
の
新

〔
ゼ
〕

聞
記
者
を
招
い
て
一

齊
に
記
事
を
掲
載
し
て
貰
ふ
事
、
會
場
が
、
ン
ヤ
ン
ビ
リ

ゼ
ー
通
り
に
向
っ
た
形
勝
の
地
位
に
あ
る
の
を
利
用
し
て
此
邊
に
大
意
匠
を

巴
里
に
て

坂
崎
生

同
年
末
に
は
四
百
五
十
点
の
作
品
が
集
ま
り
、
翌
十
一
年
一
月
十
日
、
久
米
桂

一
郎
が
文
部
省
の
命
に
よ
り
そ
れ
ら
の
作
品
と
と
も
に

。ハ
リ
ヘ
向
か
っ
た
。

パ
リ
に
は
和
田
英
作
（
文
部
省
か
ら
欧
州
出
張
を
命
せ
ら
れ
て
十
年
五
月
九

日
出
発
、
十
一
年
九
月
十
四
日
帰
国
）
が
滞
在
し
て
い
た
が
、
彼
に
対
し
て
も

文
部
省
か
ら
同
展
覧
会
に
関
す
る
事
務
に
従
事
す
る
よ
う
命
令
が
下
さ
れ
た
。

和
田
は
参
加
を
予
定
し
て
い
た
万
国
美
術
会
議
（
開
催
予
定
地
ベ
ル
ギ

ー
）
が

中
止
に
な
っ
た
た
め
、
こ
の
役
目
を
仰
せ
つ
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
久

米
と
和
田
は
展
覧
会
開
催
に
向
け
て
そ
の
準
備
に
奔
走
し
た
が
、
そ
の
模
様
を

坂
崎
坦
は
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。

此
中
で
出
品
す
る
も
の
は
僅
僅
三
名
に
過
ぎ
な
い
と
偉
へ
ら
れ
て
居
る
、
尤

も
開
會
間
際
に
な
つ
て
見
ね
ば
確
な
事
は
云
へ
な
い
け
れ
ど
も
出
品
の
勘
誘

方
が
嘗
を
得
て
居
な
い
と
云
つ
て
聾
家
仲
間
の
反
感
は
甚
し
い
も
の
で
あ

る
、
最
初
在
佛
日
本
聾
家
の
為
め
に
と
て
計
っ
た
日
本
藝
術
部
は
何
時
の
問

開
会
式
の
模
様
は
同
じ
く
『
東
京
朝
日
新
聞
』
（
同
年
四
月
二
十
五
日
付
）
が

伝
え
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
当
日
総
理
大
臣
ボ
ア
ン
カ
レ
ー
、
殖
民
大
臣

サ
ロ

ー
、
イ

タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ベ
ル
ギ

ー
の
駐
仏
大
使
そ
の
他
数
百
名
が

来
場
し
て
文
展
の
初
日
以
上
の
賑
い
を
見
せ
、
新
聞
も
盛
ん
に
こ
れ
を
採
り
上

げ
た
こ
と
が
判
る
。

な
お
、

日
本
美
術
展
覧
会
開
催
中
に
本
校
書
記
（
帝
国
美
術
院
書
記
兼
務
）

北
浦
大
介
も
文
部
省
よ
り
欧
米
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、

五
月
二
十
六
日
に
出
発
し

た
。
そ
の
目
的
は
日
本
美
術
展
覧
会
の
後
始
末
を
兼
ね
て
各
国
を
廻
り
、
展
覧

会
の
陳
列
法
な
ど
に
つ
い
て
視
察
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
北
浦
は

ア
メ
リ
カ
合

衆
国
、
フ
ラ
ン
ス
、

ー
デ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、

（
大
正
十

一
年
四
月
二
十
八
日
『
東
京
朝
日
新
聞
』）

イ
ギ
リ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
、

ォ
ー
ス
ト
リ
ア
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、

に
か
其
生
立
と
反
封
の
現
象
を
呈
す
る
次
第
で
あ
る
。

ス
ウ
ェ

ニ
ジ
プ
ト
、

バ
レ
ス
チ
ナ
諸
国
都
市
の
美
術
館
、
博
物
館
等
を
視
察
し
て
翌
十
二
年
一
月
二

十
日
に
帰
国
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
北
浦
の
よ
う
な
本
校
事
務
官
の
欧
米
派
遣
と

い
う
こ
と
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
新
聞
に
も
大
き
く
採
り
上
げ
ら
れ
た
。
大
正

十
一
年
五
月
二
十
六
日
の
『
国
民
新
聞
』
は
「
異
数
の
抜
擢
」
と
い
う
見
出
し

で
報
じ
て
い
る
が
、
そ
の
記
事
の
な
か
に
注
目
す
べ
き
記
述
が
あ
る
。
そ
の
一

つ
は
「
先
般
日
佛
交
換
展
覧
會
の
用
務
を
帯
び
て
佛
國
へ
赴
い
た
同
校
教
授
久
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米
桂
一
郎
氏
が
佛
國
始
め
諸
外
國
の
展
覧
會
場
に
於
け
る
、
箱
の
陳
列
方
法
、

光
線
の
エ
合
其
他
設
備
事
務
等
に
就
て
調
査
し
て
来
る
筈
で
あ
っ
た
が
同
教
授

が
都
合
に
よ
り
急
に
蹄
朝
し
た
の
で
北
浦
書
記
が
抜
擢
さ
れ
」
云
々
と
い
う
記

述
で
あ
る
。
久
米
が
な
ぜ
急
に
帰
朝
（
同
年
六
月
十
五
日
）

し
た
か
は
明
ら
か

で
な
い
が
、
彼
の
渡
欧
が
日
本
美
術
展
覧
会
用
務
の
遂
行
だ
け
で
は
な
く
、
西

欧
諸
国
の
展
覧
会
場
の
視
察
を
も
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
が
こ
の
記
事
に
よ
っ

て
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
「
久
米
教
授
海
外
旅
券
交
付
方
上
申
案
」
（
「
ユ
丘
十
職

員
二
関
ス
ル
書
類
咤
ク
）
に
旅
行
地
名
が
仏
、
英
、
伯
、
伊
と
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
も
符
合
す
る
。
も
う
―
つ
は
記
事
の
中
の
北
浦
の
談
話
箪
記
に
「
…
…
…

其
他
束
年
四
月
か
ら
宜
施
す
る
男
女
共
學
の
模
様
等
を
約
五
ヶ
月
間
の
豫
定
で

視
察
し
て
来
る
筈
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
本
校
で
懸
案

と
な
っ
て
い
た
女
生
徒
募
集
問
題

(
71
頁
参
照
）
が
相
当
具
体
性
を
帯
ぴ
て
来

て
い
た
こ
と
の
一
証
左
と
な
る
。

出
品
作
は
日
本
画
、
西
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
品
、
参
考
品
（
古
美
術
品
）
か

ら
成
り
、
古
美
術
品
の
部
に
は
本
校
や
東
京
帝
室
博
物
館
、
帝
室
を
は
じ
め
各

所
蔵
家
が
出
品
し
た
。
『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
パ
リ
特
派
員
は
盛
況
を
伝
え
る

中
で
「
参
考
品
に
次
い
で
日
本
霊
は
大
評
判
で
あ
っ
た
木
村
武
山
河
合
玉
堂

鷹
取
稚
成
、
榮
本
一
洋
梶
原
緋
佐
子
等
の
作
品
が
問
題
と
な
っ
た
」
と
報
じ
、

『
報
知
新
聞
』
は
久
米
桂
一
郎
の
談
話
と
し
て
「
栖
鳳
春
畢
な
ど
京
都
甕
伯
の

淡
彩
霊
は
引
つ
張
ダ
コ
の
賣
行
を
呈
し
て
い
る
」
と
報
じ
、

『
読
売
新
聞
』
は

中
村
葬
の
「
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
氏
の
像
」
が
好
評
を
博
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い

る
。閉

会
後
、
作
品
は
和
田
英
作
の
監
督
の
下
に
大
正
十
一
年
九
月
十
日
神
戸
入

港
の
郵
船
箱
根
丸
で
帰
着
し
た
。
当
時
の
諸
新
聞
を
見
る
と
、
こ
の
展
覧
会
が

大
成
功
で
あ
っ
た
た
め
外
務
省
が
今
後
日
本
文
化
を
海
外

へ
広
く
紹
介
す
る
方

針
を
決
め
た
と
い
う
こ
と
や
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
翌
十
二
年
の
帝
展
に

一
流
画
家

の
作
品
約
百
点
を
出
品
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
り
、
ア
マ
ン
ジ
ャ
ン
も
来
日
す

る
予
定
で
あ
る
（
同
年
九
月
十
一
日

『大
阪
毎
日
新
聞
』
所
載
和
田
英
作
談
話
筆
記
）

な
ど
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
日
仏
美
術
交
流
気
運
の
盛
り
上
が
り

を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
展
覧
会
の
費
用
一
切
を
負
担
し
た

の
は
大
阪
の
実
業
家
岸
本
家
で
あ
っ
た
。
パ

リ
に
お
け
る
日
本
美
術
展
覧
会
は

こ
れ
以
後
暫
く
開
催
が
無
く
、
昭
和
四
年
に
至
っ
て
第
二
回
目
が
開
催
さ
れ

る
。口

仏
蘭
西
現
代
美
術
展
覧
会

仏
蘭
西
現
代
美
術
展
覧
会
（
第
一
回
仏
展
）
に
つ
い
て
は
「
フ
ラ
ン
ス
展
十

年
略
史
」
(
『+
週
年
記
念
フ
ラ
ン
ス
美
術
展
覧
会
』
昭
和
六
年
。
日
仏
芸
術
社
）
に
次

佛
園
大
使
ボ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
氏
と
子
爵
黒
田
清
輝
氏
の
盤
力
に
よ
り
開

催
。
時
の
文
相
中
橋
徳
五
郎
氏
、
農
相
山
本
逹
雄
男
、
古
市
日
佛
協
會
々

長
、
正
木
〔
直
彦
〕
東
京
美
術
學
校
長
等
の
賛
助
に
よ
っ
た
。
陳
列
品
は
油

緯
一
六
三
貼
、
水
彩
、
素
描
六
四
黙
、
彫
刻
及
メ
ダ
イ
ユ
八
〇
貼
、
外
に
セ

ー
ヴ
ル
陶
器
、
ド
ー
ム
破
璃
器
等
の
エ
藝
品
百
敷
十
貼
、
會
場
狭
陰
の
為
め

中
途
で
陳
列
替
を
し
た
。
會
期
中
畏
く
も
、
振
政
宮
殿
下
、
秩
父
、
閑
院
、

〔台
j

久
邁
各
宮
殿
下
の
豪
臨
が
あ
っ
た
。

な
お
、
同
年
六
月
に
は
引
き
続
き
大
阪
商
品
陳
列
場
で
も
大
阪
朝
日
新
聞
社

主
催
に

よ
り
開
催
さ
れ
た
。

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
展
覧
会
の
実
質
上
の
主
催
者
は
デ
ル
ス
ニ
ス

(H
e
r
m
a
n
D
'oelsnitz 

1
8
8
2
~

?

本
書
191
頁
参
照
）
で
あ
っ
た
。
日
本
人
の
フ
ラ
ン
ス
美
術
志
向
に

着
眼
し
、
フ
ラ

ン
ス
現
代
美
術
の
実
物
を
日
本
に
紹
介
す
る
こ
と
を
思
い
立
っ

た
彼
は
、
大
正
十
一
年
春
、
リ
ュ
ク
サ
ン
プ
ー
ル
美
術
館
長
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の

採
択
に
か
か
る
多
数
の
作
品
を
携
え
て
来
日
し
た
。
彼
は
は
じ
め
フ
ラ
ン
ス
文

部
省
に
働
き
か
け
、
そ
の
後
援
を
得
、
そ
れ
が
当
時
の
駐
仏
大
使
石
井
菊
次
郎

を
通
じ
て
黒
田
清
輝
に
連
絡
さ
れ
、
さ
ら
に
黒
田
の
依
頼
に
よ
り
黒
田
鵬
心

（
国
民
美
術
協
会
常
務
理
事
、
三
越
勤
務
）
が
日
本
側
の
実
務
担
当
者
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
パ
リ
で
の
日
本
美
術
展
開
催
準
備
が
着
々
と
進
ん
で

い
る
折
り
か
ら
、
日
仏
両
国
政
府
は
日
仏
交
換
美
術
展
覧
会
と
銘
打
っ
て
前
者

と
同
時
期
に
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

出
品
さ
れ
た
絵
画
の
な
か
に
は
ピ
サ
ロ
、
ゴ

ー
ギ
ャ
ン
、
ア
ン
リ

・
マ
ル
タ

ン
、
ボ
ナ
ー
ル
等
の
作
が
あ
り
、
彫
刻
の
な
か
に
は
ロ
ダ
ン
の
「
守
護
神
」
「
ベ

ロ
ン
ヌ
」
「
青
銅
時
代
」
そ
の
他
が
含
ま
れ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
現
代
美
術

が
こ
の
よ
う
に
多
数
展
観
さ
れ
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
会
場
は
非
常
な

賑
い
を
見
せ
、
約
五
万
二
千
人
の
入
場
者
が
あ
っ
た
と
い
う
。

デ
ル
ス
ニ
ス
は
以
後
毎
年
作
品
を
携
え
て
来
日
し
、
展
覧
会
を
開
い
た
。
大

正
十
三
年
に
は
デ
ル
ス
ニ
ス
と
黒
田
鵬
心
の
共
同
経
営
に
よ
る
日
仏
芸
術
社
が

設
立
さ
れ
、
和
田
英
作
、
中
條
精
一
郎
、
石
井
柏
亭
、
左
右
田
喜
一
郎
、
田
辺

孝
次
、
太
田
三
郎
、
遠
山
五
郎
が
社
友
と
し
て
こ
れ
を
助
け
る
こ
と
に
な
り
、

翌
十
四
年
七
月
に
は
機
関
誌
『
日
仏
芸
術
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
仏
展
の
絶
頂
期

は
昭
和
三
年
の
第
七
回
展
の
と
き
で
、
そ
の
後
財
政
に
破
綻
を
き
た
し
て
次
第

に
行
き
詰
ま
り
、
同
六
年
の
第
十
回
展
が
最
後
と
な
っ
た
。

た
だ
し
、
同
年
に

は
十
周
年
記
念
フ
ラ
ン
ス
美
術
展
が
日
仏
画
廊
で
開
か
れ
、
買
上
げ
や
寄
贈
に

よ
っ
て
日
本
に
留
っ
た
作
品
の
一
部
が
展
示
さ
れ
た
。

仏
展
に
つ
い
て
は
毎
回
発
行
さ
れ
た
カ
タ
ロ
グ
が
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所

に
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

黒
田
鵬
心
著
『
巴
里
の
思
出
』
（
鵬
心
選
集
第
九

巻。

昭
和
三
十
一
年
、
趣
味
普
及
会
）
に
詳
細
な
記
録
が
あ
る
。
デ
ル
ス
ニ
ス
個

な
お
、
附
記
す
れ
ば
、
仏
展
に
は
本
校
職
員
が
大
い
に
協
力
し
た
が
、
そ
の

具
体
例
の
一
っ
は
次
の
大
正
十
二
年
三
月
十
五
日
付
『
東
京
朝
日
新
聞
』
記
事

で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
本
校
内
に
お
け
る
第
二
回
仏
展
出
品
作
の
荷
解
き
を
す

る
デ
ル
ス
ニ
ス
ら
の
写
真
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

巴
里
か
ら
デ
ル
ス
ニ
ッ
氏
が
持
つ
て
来
た
佛
閾
西
近
代
の
箱
甕
彫
刻
展
覧
會

〔欠
字
〕

ほ
四
月
三
日
か
ら
花
に
賑
ふ
上
野
竹
の
蛋
に
四
月
中
さ
れ
る
が
作
品
は
成

る
べ
く
新
ら
し
い
も
の
を
と
の
方
針
か
ら
彼
地
の
春
と
い
は
ず
秋
と
い
は
ず

サ
ロ
ン
の
名
家
が
網
羅
さ
れ
て
居
り
、
綸
霊
は
穂
計
五
百
五
十
黙
、
彫
刻
は

百
五
十
黙
、
こ

の
外
工
藝
美
術
品
も
敷
百
黙
あ
る
、
洋
畳
中
の
呼
物
中
に
は

有
名
な
マ
チ
ス
の
面
白
い
人
物
甕
が
三
黙
、
若
き
人
逹
の
憧
れ
の
的
と
な
っ

て
居
る
ピ
カ
ソ
の
作
品
も
二
貼
又
ロ
ダ
ン
の
『
地
獄
の
門
』
の

―
つ
も
あ

る
、
十
四
日
朝
来
美
術
學
校
エ
藝
部
赦
室
で
こ
れ
等
の
荷
解
き
が
始
ま
り
、

正
木
校
長
も
見
物
に
来
る
、
多
敷
人
夫
等
は
嬉
し
さ
う
に
箱
か
ら
取
出
し
て

居
た

後
述
の
「
青
銅
時
代
」
や
「
バ
ル
ザ
ッ
ク
」
の
本
校

へ
の
寄
贈
は
こ
の
よ
う

マ
チ
ス
や
。ヒ
カ
ソ
の
逸
品

遠
来
の
美
術
品

人
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

け
ふ
か
ら
荷
解
き
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な
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

⑩

帝
展
第
四
部
開
設
へ
の
動
き

官
展
に
第
四
部
（
工
芸
部
門
）
を
設
け
る
運
動
に
つ
い
て
は
既
に
触
れ
た

が、

一
向
に
実
現
を
見
ぬ
ま
ま
大
正
十
一
年
に
至
っ
た
。
こ
の
年
、
本
校
教
授

黒
田
清
輝
が
帝
国
美
術
院
長
に
就
任
。
工
芸
界
の
期
待
は
大
い
に
高
ま
っ
た
。

新
聞
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

帝
展
に
第
四
部
新
設
明
年
か
ら
エ
藝
美
術
を
加
へ
る

外
國
に
無
い
日
本
の
純
美
術
奨
勘
、
黒
田
院
長
の
決
意

日
本
霊
、
洋
盟
、
彫
刻
の
三
部
に
限
ら
れ
て
居
る
一帝
展
に
第
四
部
を
設
け

る
こ
と
が
決
定
に
な
っ
た
、
そ
れ
は
多
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
エ
藝
美
術
を
牧

容
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
、
文
部
省
公
設
展
覧
會
の
創
始
時
代
に
は

先
づ
純
正
美
術
の
奨
動
を
圏
る
に
急
で
あ
っ
た
が
日
本
の
エ
藝
に
は
外
國
に

其
比
を
見
な
い
立
派
な
純
美
術
的
の
も
の
が
あ
る
か
ら
國
費
を
割
い
て
隆
昌

を
期
す
る
斯
る
奨
動
機
闊
に
は
嘗
然
加
入
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の
主
旨
に

よ
っ
て
美
術
工
藝
増
置
の
運
動
は
文
展
の
中
期
か
ら
起
つ
て
今
日
に
追
び
現

帝
國
美
術
院
長
黒
田
清
輝
子
を
會
頭
と
す
る
國
民
美
術
協
會
な
ど
も
其
の
急

先
鋒
で
あ
っ
た
、
慮
で
黒
田
子
が
美
術
院
長
に
新
任
し
た
の
は
旱
天
に
雲
覚

を
笙
ん
だ
如
く
勇
氣
づ
い
て
學
校
派
の
津
田
信
夫
氏
と
民
間
振
の
赤
塚
自
得

氏
は
先
般
打
揃
つ
て
院
長
を
訪
問
し
元
来
賛
成
者
で
あ
っ
た
立
場
か
ら
是
非

に
其
の
盛
力
を
乞
う
て
承
諾
を
得
た
の
で
あ
る
、

美
術
院
で
は
幹
事
の
正
木

氏
も
賛
成
側
で
あ
り
揺
原
審
査
委
員
長
に
も
異
存
が
な
い
ら
し
く
其
後
好
都

合
に
纏
ま
っ
た
と
聞
い
た
が
鰹
費
や
會
場
の
闊
係
で
却
々
ウ
ソ
と
言
は
な
か

っ
た
文
部
営
局
も
院
長
幹
事
の
説
明
で
割
合
に
軽
少
の
費
用
で
も
事
足
り
美

術
界
の
希
望
を
容
る
4

こ
と
が
出
来
る
の
を
知
っ
た
結
果
急
速
に
進
轄
し
て

来
年
度
の
豫
算
に
計
上
す
る
ま
で
に
運
ん
だ
の
で
あ
る
、
目
前
に
迫
っ
た
今

秋
の
＿
帝
展
を
限
り
と
し
て
明
年
か
ら
は
四
部
制
が
宜
現
さ
れ
る
で
あ
ら
う

紐

費

は

一

萬

圃

位

正

木

直

彦

氏

談

『＿
帝
展
に
エ
藝
美
術
の
一
部
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
事
宜
で
あ
る

此
の
問
題
は
以
前
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
が
機
運
が
熟
し
た
の
で
あ
る
、
今

春
平
和
博
美
術
館
の
エ
藝
部
で
綜
合
鑑
査
を
試
み
た
の
も
豫
め
斯
う
い
ふ
時

期
の
到
来
を
考
へ
て
行
っ
た
の
で
相
嘗
の
成
績
を
畢
げ
得
た
か
ら
手
心
は
判

る
、
只
會
場
や
陳
列
棚
新
設
備
等
の
問
題
が
あ
る
け
れ
ど
現
在
の
竹
之
棗
陳

列
館
を
標
準
に
し
て
も
百
坪
位
の
固
劃
を
割
け
ば
可
い
の
だ
し
新
設
備
と
い

つ
て
も
豫
算
年
額
一
萬
圃
足
ら
ず
の
増
加
で
演
む
の
だ
か
ら
束
年
は
必
ず
宜

現
が
出
来
る
と
い
つ
て
も
差
支
あ
る
ま
い
』
（
大
正
十
一
年
十
月
六
日
『
国
民
新
聞
』
）

こ
う
し
た
期
待
に
も
拘
ら
ず
、
次
の
記
事
が
示
す
よ
う
に
、
第
四
部
設
置
は

見
送
り
と
な
っ
た
。

帝
展
に
エ
藝
美
術
作
品
を
牧
容
し
た
い
と
い
ふ
望
み
は
多
年
エ
藝
美
術
家

各
園
腔
か
ら
の
意
向
で
あ
っ
た
が
文
部
省
も
黒
田
一帝
國
美
術
院
長
新
任
と
共

に
過
般
従
来
の
一
一
一
部
制
度
に
追
加
し
て
第
四
部
工
藝
美
術
豫
算
を
計
上
し
極

力
通
過
に
つ
と
め
た
が
大
蔵
省
で
右
豫
算
は
削
除
さ
れ
ま
た
一
年
延
期
と
な

工
藝
美
術
品
の
＿帝
展
入
り
は
延
期

豫
算
五
萬
圃
削
除
さ
る
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